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公益財団法人日本美術刀剣保存協会 審査規程 

第１章 総  則 

 

（目 的） 

第１条 この規程は、公益財団法人日本美術刀剣保存協会（以下「協会」とい

う。）が行う刀剣・刀装・刀装具（以下「刀剣等」という。）並びに文献及び

関係資料の審査に関する事項を定める。 

 

（審査の階級） 

第２条 審査の階級は、保存、特別保存、重要及び特別重要の４階級とする。 

 

（審査の種別） 

第３条 審査の種別は審査対象により、次のとおりとする。 

（１） 保存・特別保存刀剣審査 

（２） 保存・特別保存刀装・刀装具審査 

（３） 重要刀剣審査 

（４） 重要刀装審査 

（５） 重要刀装具審査 

（６） 重要文献並びに重要資料審査 

（７） 特別重要刀剣審査   

（８） 特別重要刀装審査 

（９） 特別重要刀装具審査     

（10） 特別重要文献並びに特別重要資料審査 

 

（審査会） 

第４条 前条の審査のため、協会に、審査会長と所要の審査員をもって構成す

る審査会を置く。 

２ 審査会には、審査の種別ごとに以下の分科会を置くことができる。 

（１） 保存・特別保存刀剣審査分科会 

（２） 保存・特別保存刀装・刀装具審査分科会 

（３） 重要刀剣審査分科会 

（４） 重要刀装審査分科会 

（５） 重要刀装具審査分科会 

（６） 重要文献並びに重要資料審査分科会 

（７） 特別重要刀剣審査分科会   

（８） 特別重要刀装審査分科会 

（９） 特別重要刀装具審査分科会     
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（10） 特別重要文献並びに特別重要資料審査分科会 

 

第２章 審査員に関する事項 

 

（審査員の種別） 

第５条 審査員の種別は、分科会ごとに、次のとおりとする。 

（１） 保存・特別保存刀剣審査員 

（２） 保存・特別保存刀装・刀装具審査員 

（３） 重要刀剣審査員 

（４） 重要刀装審査員 

（５） 重要刀装具審査員 

（６） 重要文献並びに重要資料審査員 

（７） 特別重要刀剣審査員 

（８） 特別重要刀装審査員 

（９） 特別重要刀装具審査員 

（10） 特別重要文献並びに特別重要資料審査員 

 

（審査員の資格） 

第６条 審査員は、刀剣等に関して豊かな知識・鑑識眼を有し、刀剣等審査に

ついて、公正な判断能力を有する者であって、下記のいずれかに該当する者

でなければならない。 

（１） 伝位付与規程に定める「奥伝位待遇」以上の知識を有する者 

（２） 刀職者のうち無鑑査選任規程に定める「無鑑査」認定を受けており、

鑑識眼が優れている者 

（３） 刀剣類の研究などの学識経験者 

（４） 協会職員として刀剣等の審査業務に従事し、鑑識眼が優れている者 

（５） 協会主催又は支部主催鑑賞会に永年参加し、更に刀剣等に関して研究

するなど鑑識眼に優れているとして協会審査員２名の推薦を受けた者 

 

（審査員の義務） 

第７条 審査員は、自らの権限と責任を深く自覚し、協会倫理規程を遵守し、

公正かつ公平な審査に努め、疑惑や不信を招くような行為をしてはならない。 

２ 審査員は、審査の経過、各審査員の意見及び合議内容については、秘密を

守らなければならない。 

 

（審査員の欠格事由） 

第８条 審査員としての欠格事由は、次のとおりとする。 

（１） 刀剣商並びにその配偶者及び一親等内の親族に刀剣商がいる者 
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（２） 審査員を解任され５年を経過しない者 

（３） 協会審査規程・倫理規程に反する行為をした者 

 

（審査員の数） 

第９条 分科会毎に下表の数の審査員を置く。（（）は外部委嘱審査員を内数で

示す。） 

種  別 刀 剣 刀 装 刀装具 文 献 等 

保存・特別保存 ３名以上 

７名以内 

３名以上 

８名以内 

（４名以内） 

３名以上 

８名以内 

（４名以内） 

なし 

重 要 ５名以上 

７名以内 

５名以上 

８名以内 

（４名以内） 

５名以上 

８名以内 

（４名以内） 

その都度指定 

特 別 重 要 ５名以上 

７名以内 

５名以上 

８名以内 

（４名以内） 

５名以上 

８名以内 

（４名以内） 

その都度指定 

 

（審査員の任命） 

第１０条 審査員は、理事会の決議を経て、協会会長が委嘱又は指名する。 

２ 審査員は、外部委嘱審査員と指名審査員とする。ただし、外部委嘱審査員

は非常勤とし、指名審査員は、協会職員とする。 

３ 審査員は、第４条第２項の審査分科会のいずれかに属するものとする。 

 

（審査員の任期） 

第１１条 審査員の任期は、１年とする。 

２ 補欠として選任された審査員の任期は、前任者の任期の満了するまでの期

間とする。 

 

（誓約書の提出） 

第１２条 審査員は、この規程を遵守する旨の誓約書を協会会長に提出しなけ

ればならない。 

 

第３章 審査会に関する事項 

 

（審査会長の任命） 

第１３条 審査会に審査会長を置く。 

２ 審査会長は、刀剣等に関して豊かな知識・経験を有する者の中から協会会
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長が任命する。 

３ 審査会長の任期は、１年とする。 

４ 審査会長は、各審査分科会の運営状況を把握するとともに、審査に関する

不正の防止を図り、審査会の厳正かつ公平な運営が行われるよう指導監督し

なければならない。 

 

（立会理事） 

第１４条 審査会には、理事１名以上を立ち会わせなければならない（立ち会

う理事を以下「立会理事」という。）。ただし、保存・特別保存審査分科会に

ついては、立会理事の職務を事務局長に代行させることができる。 

２ 立会理事は、理事の中から協会会長が委嘱する。 

３ 立会理事は、審査会が厳正かつ公平に運営が行われるよう監督しなければ

ならない。 

４ 立会理事は、個々の審査物件について私見を述べてはならない。 

５ 立会理事の任期は、１年とする。 

 

（分科会主査） 

第１５条 分科会には、分科会主査を置く。 

２ 分科会主査は、審査員の互選とする。 

３ 分科会主査は、分科会を進行するとともに、分科会審査員の意見を尊重し、

分科会を厳正かつ公平に運営しなければならない。 

 

（審査会の公正性） 

第１６条 審査員及び役職員は、審査の公正性を担保するために、次の事項を

遵守しなければならない。 

（１） 審査申請受理に先立ち、事前鑑定を行ってはならない。 

（２） 審査会の判定前に、相互にその審査物件に関して情報交換をしてはな

らない。 

（３） 審査会長の許可なく、審査業務室へ審査員、立会理事及び審査業務に

関わる協会職員以外の者を入室させてはならない。 

 

（審査等） 

第１７条 審査の判定は、別に定める審査基準（別紙１）により行う。 

２ 審査業務の概要は、別に定める（別表１、２）。 

３ 審査は、前各項によるほか、次により行う。 

（１） 協会が採用する情報や理論・技術等に基づき、調査時における申請物

件の保存状態を勘案し、非破壊という条件のもとで調査し、その結果を

判定する。  
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（２） 審査会の審査は、審査員の過半数が出席し、合議のうえ、その過半数

によって決定する。 

（３） 審査にあたっては、各審査員が審査手帳に必要事項を記入し、これを

基に分科会での審議を経て審査台帳を作成する。 

（４） 審査物件は、申請者又はその代理人の氏名を秘匿して審査する。 

４ 審査結果は、審査台帳に記載し調査課長が審査会長に報告した後、学芸部

で保存する。 

５ 審査会長は、審査結果について、協会会長の決裁を受けるものとする。 

６ 審査結果は、理事会に報告する。 

 

（重要・特別重要審査の措置） 

第１８条 審査会長は、第３条第３号から第１０号までの審査について、次の

措置を取る。 

（１） 第１段階審査と第２段階審査の２度の審査により合否等を決定する。 

（２） 第１段階審査は、協会会長が指名した審査員（外部委嘱審査員を含む。）

が行う。 

（３） 第１段階審査は、明らかに合格基準を満たさない物件を排除する目的

で行う。 

（４） 第２段階審査は、第１段階審査を経て、不合格と決定されなかった物

件全てを対象として、審査員が、審査基準に基づいて厳正かつ公正に行

う。ただし、第１段階審査で除外された物件について、第２段階審査で

初めて関与することとなった外部委嘱審査員から第２段階審査前に説明、

又は閲覧を求められ、同審査員より異議のあった物件については、第２

段階審査に付すことができる。 

 

第４章 審査申請等に関する事項 

 

（事務の所管） 

第１９条 審査申請受け付け及び返却に関する窓口事務は、総務部、学芸部が

共同して行うものとする。 

２ 審査に関する作業は、総務部担当分を除き、学芸部で処理する。 

３ 学芸部並びに管理課は、刀剣・刀装･刀装具等の審査支援システムにより個

別台帳を作成し、データを保存し、これを管理する。 

  

（審査申請） 

第２０条 審査員、役職員並びにその配偶者及び一親等内の親族は、審査申請

することができない。 

２ 審査申請物件は、申請者の所有物件でなければならない。 
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３ 審査申請は、別に定める様式（様式１～３）により申請者又はその申請代

理人が行う。 

４ 審査申請の受付月日は、年度初に協会会長が定める。 

５ 審査申請の受付月日は、毎月の「刀剣美術」誌上及び「協会ホームページ」

で広報する。 

６ 審査申請の受け付けは、指定した受付期間内に行う。 

７ 審査申請書に事実と異なる内容が記載されている場合は、審査申請を受け

付けない。 

 

（申請受付） 

第２１条 審査員及び役職員は、次の行為をしてはならない。 

（１） 受付日以外に受付けること。 

（２） 申請手続きを代行すること。 

２ 審査会で合格した物件を直近上位の審査会に申請する場合は、その物件の

返却日を待たず審査申請手続きをすることができる。 

 

（審査結果の通知） 

第２２条 審査の結果は、別に定める様式（様式４～６-２）により通知する。 

 

（証書） 

第２３条 審査結果を記載する証書の様式は、別に定める（様式７～１２）。 

２ 証書は、保存・特別保存については、審査申請受理から４か月以内に送付

し、重要・特別重要については、審査申請から１年以内を目安に図譜ととも

に送付する。 

なお、毎月の送付予定は、「刀剣美術」誌上及び「協会ホームページ」で広

報する。 

３ 旧証書を添付して審査申請し合格した物件は、旧証書を回収して新証書を

交付する。 

 

（証書の再交付） 

第２４条 証書は、原則として再交付しない。 

 

（審査物件の返却） 

第２５条 審査物件の返却開始日は、審査結果通知書（以下「結果通知書」と

いう。）により通知する。 

２ 審査物件の返却は、引換券と交換して返却する。ただし、輸送による申請

物件は、結果通知書を引換券とみなす。 

３ 輸送による申請物件の返却は、返送の依頼状及び結果通知書並びに審査料
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金を協会が受理した後、協会指定運送業者を通じて返却する。 

４ 第２１条第２項の手続きを除き、返却開始日以前の返却は行わない。 

 

（審査料） 

第２６条 審査料は、別に定める（別紙２の７）。 

２ 保存・特別保存刀剣等の審査料は、審査結果通知書に記載し、重要・特別

重要刀剣等の審査料金は、別に定める様式（様式１３）により請求する。 

３ 協会会員が、保存・特別保存刀剣等を審査申請した場合は、一定額の審査

料を減額する。 

 

（指定物件の内容変更） 

第２７条 重要・特別重要指定物件について、「内容変更等の申請」があった場

合は、別に定める様式（様式１４）により受理し、次の措置をとる。 

（１） 所定の申請料を徴収する。 

（２） 内容変更が承認された場合は、所定の料金を徴収して図譜と指定書を

交付する。 

 

第５章 収蔵庫及び文書の管理に関する事項 

 

（収蔵庫の管理） 

第２８条 収蔵庫の管理責任者は、学芸部長とする。 

２ 収蔵庫の出入りは、管理責任者の許可のもとで行なわなければならない。 

３ 審査員、協会職員及び協会関係者は、収蔵庫に私的な刀剣等を持ち込んで

はならない。 

 

（申請書等の保存） 

第２９条 審査申請書は、申請受理から１０年間管理課で保管する。 

２ 審査台帳は、永久保存とし学芸部で保管する。 

 

第６章 審査申請物件に対する免責事項等 

 

（免責事項） 

第３０条 審査申請刀剣等に生じた次の損害は、補償をしない。 

（１） 管理責任者が、善良な管理者としての注意義務（以下「善管注意義務」

という。）を尽くしたにもかかわらず生じた損害 

（２） 天災地変等による損害 

（３） 申請者及びその代理人の故意又は過失に起因する損害 

（４） 予見又は予見可能性のない事情に起因する損害 
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２ 審査は、第１６条及び第１７条の規定によるものであり、商業上の価値評

価に係わるものではない。従って協会の審査結果による売買価格の下落等の

商業上の損害については、補償しない。 

３ 申請者以外の第三者の被る損害は、補償しない。 

 

（申請物件の保管引渡） 

第３１条 申請者が審査結果通知書記載の物件返却開始日から起算して、１年

を経過してなお申請物件を引き取らない場合、協会はその後の申請物件の保

管について善管注意義務を免れるものとする。 

２ 前項に定める期間以後に物件を引き取った場合は、協会は、その期間に応

じて保管の際に生じた必要経費を請求することができる。 

３ 第１項の期間経過後、更に２年を経過した場合は、申請人はその所有権を

放棄したものとみなし、審査物件の任意の処分について、一切の異議申し立

てをすることができないものとする。 

なお、これに依って法的問題が生じた場合は、申請者が一切の責任を負うも

のとする。 

４ 申請者が審査料金等未払い又は旧証書未返納の場合は、申請物件を留置す

ることができる。  

 

 (学術的情報の発表等) 

第３２条 協会が審査で知り得た学術的情報や申請物件の写真等を機関誌、学

術誌（紙）、講演、展示等で発表することができる。 

２  前項の場合、申請者の住所、氏名、身分等は、申請者に無断で発表しては

ならない。 

 

第 7 章 審査員及び役職員の罰則に関する事項 

 

（罰 則） 

第３３条 審査員及び役職員が、法令又はこの規程に違反していると認められ

るときは、倫理審査会に報告する。 

２  協会は、審査員を解任することができる。解任された審査員は、違反の軽

重により再任又は５年間再任させることはできない。 

 

（改 廃） 

第３４条 この規程の改廃は、理事会の決議による。 
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附 則  

 本規程は、公益財団法人日本美術刀剣保存協会設立登記の日から施行する。 

（平成２４年４月１日施行） 

 

附 則  

 本規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

（平成３１年３月２８日改正） 


